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2026.6.1-7
But grow in the grace and knowledge of our Lord and Savior 
Jesus Christ. To him be glory both now and forever! Amen.   II 
Peter 3:18

礼拝メッセージフィードバック

L T G　ガイド

  
＜今日の聖書箇所は…＞

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望①神のみこころは？（信仰のあり方、希望
の約束、愛の満たしなど）の約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願②どんな思いになりましたか？（感情や願
いなど）　いなど）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたの③生き方にどう適用しますか？（あなたの
どの部分を主は扱おうとしておられますどの部分を主は扱おうとしておられます
か）か）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

①祈り、賛美によって主がここにい
　てくださることを信じ、聖霊様を
　あがめます。　　
②互いの存在を感謝し、尊敬すると
　ころを分かち合いましょう。
③ディボーションの分かち合いをし
　ます。
④セルの目的と働きについてみなで
　共有して、祈り、遣わされて行き
　ましょう。

家族礼拝ガイド
  年長のクリスチャンがリードしてく

ださい。進め方にはいろいろな意見が

出るかもしれませんが、「主に期待す

る」信仰が最も大切です。 いつもの家

族でいいのです。 　
①この１週間で神様はすばらしいと
　感じたのはどんなこと？
②この１週間でお互いにどんなこと
　を感謝しますか？（または誉めた
　いですか？）１つだけ。
③聖書のみことばから、どんな実践
　をして、またどんな恵みがありま
　したか？　　
④互いの必要のために祈りましょう。

①お互いへの感謝と誉めることを分
かち合いましょう。（1～３つ）

② 1 週間の罪を言い表して悔い改め、
互いに祈りましょう。

③礼拝メッセージの分かち合いをし
ます。
  礼拝メッセージの分かち合いが難
しい場合はディボーションの分かち
合い（なるべく短く）　　　

④預言の祈り（主の御心を宣言して
祈り）をします。　

セル　ガイド



　 11:1 私がキリストに倣う者であるように、
あなたがたも私に倣う者でありなさい。
11:2 さて、私はあなたがたをほめたいと思い
ます。あなたがたは、すべての点で私を覚え、
私があなたがたに伝えたとおりに、伝えられ
た教えを堅く守っているからです。
11:3 しかし、あなたがたに次のことを知って
ほしいのです。すべての男のかしらはキリス
トであり、女のかしらは男であり、キリスト
のかしらは神です。
11:4 男はだれでも祈りや預言をするとき、頭
をおおっていたら、自分の頭を辱めることに
なります。
11:5 しかし、女はだれでも祈りや預言をする
とき、頭にかぶり物を着けていなかったら、
自分の頭を辱めることになります。それは頭
を剃っているのと全く同じことなのです。
11:6 女は、かぶり物を着けないのなら、髪も
切ってしまいなさい。髪を切り、頭を剃るこ
とが女として恥ずかしいことなら、かぶり物
を着けなさい。
11:7 男は神のかたちであり、神の栄光の現れ
なので、頭にかぶり物を着けるべきではあり
ません。一方、女は男の栄光の現れです。
11:8 男が女から出たのではなく、女が男から
出たからです。
11:9 また、男が女のために造られたのではな
く、女が男のために造られたからです。
11:10 それゆえ、女は御使いたちのため、頭
に権威のしるしをかぶるべきです。
11:11 とはいえ、主にあっては、女は男なし
にあるものではなく、男も女なしにあるもの
ではありません。

11:12 女が男から出たのと同様に、男も女に
よって生まれるのだからです。しかし、す
べては神から出ています。
11:13 あなたがたは自分自身で判断しなさい。
女が何もかぶらないで神に祈るのは、ふさ
わしいことでしょうか。
11:14 自然そのものが、あなたがたにこう教
えていないでしょうか。男が長い髪をして
いたら、それは彼にとって恥ずかしいこと
であり、
11:15 女が長い髪をしていたら、それは彼女
にとっては栄誉なのです。なぜなら、髪は
かぶり物として女に与えられているからで
す。
11:16 たとえ、だれかがこのことに異議を唱
えたくても、そのような習慣は私たちには
なく、神の諸教会にもありません。

　偶像の話題の次に教会の混乱についてパウロは　偶像の話題の次に教会の混乱についてパウロは
問題にします。ひとつは男女の外見についてです問題にします。ひとつは男女の外見についてです。。
　ここでは、男性のかぶり物、女性のかぶり物、　ここでは、男性のかぶり物、女性のかぶり物、
男性の長い髪、女性の長い髪について語られてい男性の長い髪、女性の長い髪について語られてい
ます。もしもそれを普遍的な命令として解釈するます。もしもそれを普遍的な命令として解釈する
なら、「絶えず祈りなさい」と言われている私たなら、「絶えず祈りなさい」と言われている私た
ちにとって、男性は常時祈っているので帽子やヘちにとって、男性は常時祈っているので帽子やヘ
ルメットを被ることは罪であり、女性は常にベールメットを被ることは罪であり、女性は常にベー
ルを被っていないと罪になります。またイエス様ルを被っていないと罪になります。またイエス様
が長い髪をしていたら、それは「男として恥ずかが長い髪をしていたら、それは「男として恥ずか
しい」ということになったでしょう。しい」ということになったでしょう。
　これは、「私たちにはそのような習慣はない」　これは、「私たちにはそのような習慣はない」
とパウロが言うように、その時代の習慣に則とパウロが言うように、その時代の習慣に則
（のっと）って、語られていることです。（のっと）って、語られていることです。
　パウロが意味していることは、その時代の習慣　パウロが意味していることは、その時代の習慣
や常識から考えて恥になるような外見は避けようや常識から考えて恥になるような外見は避けよう
ということです。クリスチャンは律法的な生き方ということです。クリスチャンは律法的な生き方
はしませんが、自分勝手でいいというわけではなはしませんが、自分勝手でいいというわけではな
く、「神の栄光を表す」という喜びの動機があるく、「神の栄光を表す」という喜びの動機がある

からです。からです。
　またパウロは、「男のかしらはキリストで　またパウロは、「男のかしらはキリストで
あり、女のかしらは男であり、キリストのかあり、女のかしらは男であり、キリストのか
しらは神」とも言っています。男性は女性よしらは神」とも言っています。男性は女性よ
りも優位にあるように見えても、結局かしらりも優位にあるように見えても、結局かしら
はキリストであり神なのです。「男性には負はキリストであり神なのです。「男性には負
けない」『女性には負けたくない」などと対けない」『女性には負けたくない」などと対
抗心を持つのは意味がありません。要は神に抗心を持つのは意味がありません。要は神に
従うことです。従うことです。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（気持や願い②どんな思いになりましたか？（気持や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１日　月曜

　コリントⅠ



　11:17 ところで、次のことを命じるにあ
たって、私はあなたがたをほめるわけにはい
きません。あなたがたの集まりが益にならず、
かえって害になっているからです。
11:18 まず第一に、あなたがたが教会に集ま
る際、あなたがたの間に分裂があると聞いて
います。ある程度は、そういうこともあろう
かと思います。
11:19 実際、あなたがたの間で本当の信者が
明らかにされるためには、分派が生じるのも
やむを得ません。
11:20 しかし、そういうわけで、あなたがた
が一緒に集まっても、主の晩餐を食べること
にはなりません。
11:21 というのも、食事のとき、それぞれが
我先にと自分の食事をするので、空腹な者も
いれば、酔っている者もいるという始末だか
らです。
11:22 あなたがたには、食べたり飲んだりす
る家がないのですか。それとも、神の教会を
軽んじて、貧しい人たちに恥ずかしい思いを
させたいのですか。私はあなたがたにどう言
うべきでしょうか。ほめるべきでしょうか。
このことでは、ほめるわけにはいきません。
11:23 私は主から受けたことを、あなたがた
に伝えました。すなわち、主イエスは渡され
る夜、パンを取り、
11:24 感謝の祈りをささげた後それを裂き、
こう言われました。「これはあなたがたのた
めの、わたしのからだです。わたしを覚えて、
これを行いなさい。」
11:25 食事の後、同じように杯を取って言わ
れました。「この杯は、わたしの血による新

しい契約です。飲むたびに、わたしを覚え
て、これを行いなさい。」
11:26 ですから、あなたがたは、このパンを
食べ、杯を飲むたびに、主が来られるまで
主の死を告げ知らせるのです。

　教会の混乱の第二番目は分裂と、それをもたら　教会の混乱の第二番目は分裂と、それをもたら
しそうな主の晩餐についてです。しそうな主の晩餐についてです。
　分裂も「やむをえない」場合があるとパウロは　分裂も「やむをえない」場合があるとパウロは
言います。「本当の信者が明らかにされるため」言います。「本当の信者が明らかにされるため」
です。間違った神観、聖書観、教会観などを持っです。間違った神観、聖書観、教会観などを持っ
ち続ける人は、教会の交わりからは去って行くのち続ける人は、教会の交わりからは去って行くの
も「やむをえない」ということです。ただしパウも「やむをえない」ということです。ただしパウ
ロは冷たい心でこれを書いているのではなく、ロは冷たい心でこれを書いているのではなく、
「涙をもって」と他の箇所で書いているように、「涙をもって」と他の箇所で書いているように、
大きな痛みを伴ってのことです。大きな痛みを伴ってのことです。
　パウロが最も問題にするのは上述のことではな　パウロが最も問題にするのは上述のことではな
く、主の晩餐の持ち方が害になっていてそれでく、主の晩餐の持ち方が害になっていてそれで
「分裂があると聞いて」いるからです。主の晩餐「分裂があると聞いて」いるからです。主の晩餐
とはイエス様の最後を思いながら、その救いにあとはイエス様の最後を思いながら、その救いにあ
ずかった者たちが心を１つにして、感謝し信仰をずかった者たちが心を１つにして、感謝し信仰を
新たにするものです。しかし、そうではなく「害新たにするものです。しかし、そうではなく「害
になっている」というのです。になっている」というのです。
　その原因は豊かな者は自分の食べ物を楽しんで　その原因は豊かな者は自分の食べ物を楽しんで、、
貧しい者に分け与えもせずにいるということです貧しい者に分け与えもせずにいるということです。。
それで貧しい人々は恥ずかしい思いをしていたのそれで貧しい人々は恥ずかしい思いをしていたの
です。主の晩餐（または聖餐）はイエス様を覚えです。主の晩餐（または聖餐）はイエス様を覚え
るためのものですから、そこには愛がなければなるためのものですから、そこには愛がなければな
りません。ならば主にある交わりも同じで、互いりません。ならば主にある交わりも同じで、互い
のための思いやりが大切です。のための思いやりが大切です。
　教会には様々な面で乏しい人、悲しんでいる人　教会には様々な面で乏しい人、悲しんでいる人、、
弱っている人などが集っています。思いやること弱っている人などが集っています。思いやること
に「これで十分」ということはないでしょう。主に「これで十分」ということはないでしょう。主
を覚えるためにも、分かち合い支え合いましょうを覚えるためにも、分かち合い支え合いましょう。。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（気持や願い②どんな思いになりましたか？（気持や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２日　火曜

 コリントⅠ



　11:27 したがって、もし、ふさわしくない
仕方でパンを食べ、主の杯を飲む者があれば、
主のからだと血に対して罪を犯すことになり
ます。
11:28 だれでも、自分自身を吟味して、その
うえでパンを食べ、杯を飲みなさい。
11:29 みからだをわきまえないで食べ、また
飲む者は、自分自身に対するさばきを食べ、
また飲むことになるのです。
11:30 あなたがたの中に弱い者や病人が多く、
死んだ者たちもかなりいるのは、そのためで
す。
11:31 しかし、もし私たちが自分をわきまえ
るなら、さばかれることはありません。
11:32 私たちがさばかれるとすれば、それは、
この世とともにさばきを下されることがない
ように、主によって懲らしめられる、という
ことなのです。
11:33 ですから、兄弟たち。食事に集まると
きは、互いに待ち合わせなさい。
11:34 空腹な人は家で食べなさい。あなたが
たが集まることによって、さばきを受けない
ようにするためです。このほかのことについ
ては、私が行ったときに決めることにします。

　教会での食事から話題は聖餐に移ったような印象　教会での食事から話題は聖餐に移ったような印象
を受けますが、元来初代教会では主の十字架を覚えを受けますが、元来初代教会では主の十字架を覚え
る「聖餐」は、食事と一緒に行われたようです。そる「聖餐」は、食事と一緒に行われたようです。そ
れほど教会では交わりにおいて食事が大切にされてれほど教会では交わりにおいて食事が大切にされて
きたのです。ユダヤの伝統でも、食事を共にするのきたのです。ユダヤの伝統でも、食事を共にするの
は家族であり、また同じものを食べることによっては家族であり、また同じものを食べることによって
同じ身体が作られると思われていたのです。同じ身体が作られると思われていたのです。
　それでパウロは「自分を吟味して、そのうえでパ　それでパウロは「自分を吟味して、そのうえでパ
ンを食べ、杯を飲みなさい」と言っています。これンを食べ、杯を飲みなさい」と言っています。これ

はあきらかに聖餐のことです。「わきまえないではあきらかに聖餐のことです。「わきまえないで、、
食べまた飲む」とは一義的には、自分勝手に食事食べまた飲む」とは一義的には、自分勝手に食事
をすることですが、「みからだ」とありますからをすることですが、「みからだ」とありますから、、
十字架にかかられたイエス様のみからだであり、十字架にかかられたイエス様のみからだであり、
その救いの確かさと愛の限りなさ、そしてみここその救いの確かさと愛の限りなさ、そしてみここ
ろの厳かさということでしょう。ろの厳かさということでしょう。
　そのような主のみからだの意味、すなわち十字　そのような主のみからだの意味、すなわち十字
架の意味をわきまえないで勝手に「飲み食いする架の意味をわきまえないで勝手に「飲み食いする
ならば」、主のさばきを自ら招く結果になるといならば」、主のさばきを自ら招く結果になるとい
うのがパウロの教えるところであり、戒めとしてうのがパウロの教えるところであり、戒めとして
コリントの教会の実例が挙げられています。ただコリントの教会の実例が挙げられています。ただ
しここにあるような「さばき」も、クリスチャンしここにあるような「さばき」も、クリスチャン
に対しては、永遠の滅びではありません。「世とに対しては、永遠の滅びではありません。「世と
ともに罪に定められることのないため」とありまともに罪に定められることのないため」とありま
すから、悔い改めて「わきまえる」者となるためすから、悔い改めて「わきまえる」者となるため
です。です。
　それにしても私たちは、主からさばかれる前に　それにしても私たちは、主からさばかれる前に
「自分をさばく」ようでありたいと思います。す「自分をさばく」ようでありたいと思います。す
なわち、主の聖餐において十字架のイエス様のみなわち、主の聖餐において十字架のイエス様のみ
からだをわきまえているか、聖餐に関連して食事からだをわきまえているか、聖餐に関連して食事
などの交わりにおいて自分勝手ではないかどうかなどの交わりにおいて自分勝手ではないかどうか
をよく吟味して、みこころを知って従うというこをよく吟味して、みこころを知って従うというこ
とです。とです。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（気持や願い②どんな思いになりましたか？（気持や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　
　　

　３日　水曜

　コリントⅠ



　12:1 さて、兄弟たち。御霊の賜物について
は、私はあなたがたに知らずにいてほしくあ
りません。
12:2 ご存じのとおり、あなたがたが異教徒で
あったときには、誘われるまま、ものを言え
ない偶像のところに引かれて行きました。
12:3 ですから、あなたがたに次のことを教え
ておきます。神の御霊によって語る者はだれ
も「イエスは、のろわれよ」と言うことはな
く、また、聖霊によるのでなければ、だれも
「イエスは主です」と言うことはできません。
12:4 さて、賜物はいろいろありますが、与え
る方は同じ御霊です。
12:5 奉仕はいろいろありますが、仕える相手
は同じ主です。
12:6 働きはいろいろありますが、同じ神がす
べての人の中で、すべての働きをなさいます。
12:7 皆の益となるために、一人ひとりに御霊
の現れが与えられているのです。
12:8 ある人には御霊を通して知恵のことばが、
ある人には同じ御霊によって知識のことばが
与えられています。
12:9 ある人には同じ御霊によって信仰、ある
人には同一の御霊によって癒やしの賜物、
12:10 ある人には奇跡を行う力、ある人には
預言、ある人には霊を見分ける力、ある人に
は種々の異言、ある人には異言を解き明かす
力が与えられています。
12:11 同じ一つの御霊がこれらすべてのこと
をなさるのであり、御霊は、みこころのまま
に、一人ひとりそれぞれに賜物を分け与えて
くださるのです。
　　
　次にパウロは御霊の賜物について教えます。これ　次にパウロは御霊の賜物について教えます。これ

はすばらしいものですが、残念なことにその賜物はすばらしいものですが、残念なことにその賜物
の違いによって分裂・分派が起きることがあるのの違いによって分裂・分派が起きることがあるの
です。そうならないようにパウロは賜物は違ってです。そうならないようにパウロは賜物は違って
もみな同じ聖霊から与えられるのだから１つなのもみな同じ聖霊から与えられるのだから１つなの
だと強調します。だと強調します。
　まずクリスチャンはみな聖霊の促しによって救　まずクリスチャンはみな聖霊の促しによって救
われた聖霊の宮であることが大前提として述べらわれた聖霊の宮であることが大前提として述べら
れています。聖霊によるのでなければ、だれも、れています。聖霊によるのでなければ、だれも、
「イエスは主です。」と言うことはできないから「イエスは主です。」と言うことはできないから
です。ですから同じ御霊によって賜物が与えられです。ですから同じ御霊によって賜物が与えられ
ているので、分裂・分派が起こってはならないでているので、分裂・分派が起こってはならないで
す。す。
　ここでは賜物のほかに、奉仕と働きも同じよう　ここでは賜物のほかに、奉仕と働きも同じよう
に主からのものと書かれています。原語では賜物に主からのものと書かれています。原語では賜物
は「カリスマ」で、恵として与えられる能力ですは「カリスマ」で、恵として与えられる能力です。。
奉仕は原語では「ディアコニア」で、その人に任奉仕は原語では「ディアコニア」で、その人に任
せられた係りや職務などを表します。働きは原語せられた係りや職務などを表します。働きは原語
では「エネルゲイア」で、力を発揮して主の栄光では「エネルゲイア」で、力を発揮して主の栄光
を表すようなものを表します。これらは３つに分を表すようなものを表します。これらは３つに分
類するというのではなく、どんな人のどんなわざ類するというのではなく、どんな人のどんなわざ
もこれら３つの側面があると考えるべきでしょうもこれら３つの側面があると考えるべきでしょう。。
分離できるものではありません。分離できるものではありません。
　大切なことはどれも主から与えらているという　大切なことはどれも主から与えらているという
ことです。ですから自分の賜物、奉仕、働きがすことです。ですから自分の賜物、奉仕、働きがす
ばらしいからと言って誇ることもいけませんし、ばらしいからと言って誇ることもいけませんし、
こちらの方が優れていると言ってもそれは間違いこちらの方が優れていると言ってもそれは間違い
なのです。なのです。
　それはクリスチャン同士でも、グループ同士で　それはクリスチャン同士でも、グループ同士で
も、教会・教団・教派間でも言えることです。自も、教会・教団・教派間でも言えることです。自
分とは違う賜物を持つ人（たち）を、主が与えら分とは違う賜物を持つ人（たち）を、主が与えら
れたことのゆえに感謝しましょう。また自分の賜れたことのゆえに感謝しましょう。また自分の賜
物を主のゆえに感謝し、その賜物を大いに生かし物を主のゆえに感謝し、その賜物を大いに生かし
てゆきましょう。てゆきましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（気持や願い②どんな思いになりましたか？（気持や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　４日　木曜

　コリントⅠ



　　12:12 ちょうど、からだが一つでも、多
くの部分があり、からだの部分が多くても、
一つのからだであるように、キリストもそれ
と同様です。
12:13 私たちはみな、ユダヤ人もギリシア人
も、奴隷も自由人も、一つの御霊によってバ
プテスマを受けて、一つのからだとなりまし
た。そして、みな一つの御霊を飲んだのです。
12:14 実際、からだはただ一つの部分からで
はなく、多くの部分から成っています。
12:15 たとえ足が「私は手ではないから、か
らだに属さない」と言ったとしても、それで、
からだに属さなくなるわけではありません。
12:16 たとえ耳が「私は目ではないから、か
らだに属さない」と言ったとしても、それで、
からだに属さなくなるわけではありません。
12:17 もし、からだ全体が目であったら、ど
こで聞くのでしょうか。もし、からだ全体が
耳であったら、どこでにおいを嗅ぐのでしょ
うか。
12:18 しかし実際、神はみこころにしたがっ
て、からだの中にそれぞれの部分を備えてく
ださいました。
12:19 もし全体がただ一つの部分だとしたら、
からだはどこにあるのでしょうか。
12:20 しかし実際、部分は多くあり、からだ
は一つなのです。

　パウロがまだ救われる前にクリスチャンを迫害し　パウロがまだ救われる前にクリスチャンを迫害し
ていたとき、イエス様が天から「どうしてわたしをていたとき、イエス様が天から「どうしてわたしを
迫害するのか」と、パウロに語りかけました。それ迫害するのか」と、パウロに語りかけました。それ
でパウロは「教会とはイエス様そのものなのだ」とでパウロは「教会とはイエス様そのものなのだ」と
知ったと思われます。教会とはクリスチャンの共同知ったと思われます。教会とはクリスチャンの共同
体であり、イエス様が命をかけて滅びから救い、そ体であり、イエス様が命をかけて滅びから救い、そ
して代価を払って買い取った（贖った）イエス様のして代価を払って買い取った（贖った）イエス様の

ものです。教会が苦しむことは主イエスご自身がものです。教会が苦しむことは主イエスご自身が
苦しむことで、教会の栄光はイエスご自身の栄光苦しむことで、教会の栄光はイエスご自身の栄光
です。です。
　まさに教会はイエス様のからだなのです。体で　まさに教会はイエス様のからだなのです。体で
あるということから教会のあるべき姿が明確になあるということから教会のあるべき姿が明確にな
ります。第一には、教会は「一つ」です。別の方ります。第一には、教会は「一つ」です。別の方
向に進むことはできません。また一部が痛めば全向に進むことはできません。また一部が痛めば全
体も痛みます。全体の健康がなければ部分の健康体も痛みます。全体の健康がなければ部分の健康
もないのです。それが教会です。もないのです。それが教会です。
　第二には、クリスチャンは「器官」です。それ　第二には、クリスチャンは「器官」です。それ
ぞれが機能・働きを持っているのです。それを果ぞれが機能・働きを持っているのです。それを果
たさなくてはなりません。器官ですから皆がなくたさなくてはなりません。器官ですから皆がなく
てはならない存在です。また器官であってそれぞてはならない存在です。また器官であってそれぞ
れに機能がありますから、互いに違いがありますれに機能がありますから、互いに違いがあります。。
　以上から多くの規範を学ぶことができます。ク　以上から多くの規範を学ぶことができます。ク
リスチャンはキリストを中心にして一致すべきでリスチャンはキリストを中心にして一致すべきで
す。クリスチャンは他の兄弟姉妹の痛みも喜びもす。クリスチャンは他の兄弟姉妹の痛みも喜びも
共感すべきです。クリスチャンは教会全体の健全共感すべきです。クリスチャンは教会全体の健全
さを求める必要があります。クリスチャンは教会さを求める必要があります。クリスチャンは教会
において自分の機能や働きを知って、その使命をにおいて自分の機能や働きを知って、その使命を
果たし貢献する必要があります。クリスチャンは果たし貢献する必要があります。クリスチャンは
自分が器官なので、教会にとってかけがえのない自分が器官なので、教会にとってかけがえのない
大切な存在であることを自覚する必要があります大切な存在であることを自覚する必要があります。。
そして他のクリスチャンも大切な存在であり、自そして他のクリスチャンも大切な存在であり、自
分にはない機能を持っていることを知って、感謝分にはない機能を持っていることを知って、感謝
する必要があります。クリスチャンは他の人が自する必要があります。クリスチャンは他の人が自
分と違う考え・感じ方・結論・行動パターンを分と違う考え・感じ方・結論・行動パターンを
持っていることを肯定的に受け止める練習が必要持っていることを肯定的に受け止める練習が必要
です。です。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（気持や願い②どんな思いになりましたか？（気持や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　５日　金曜

　コリントⅠ



　12:21 目が手に向かって「あなたはいらな
い」と言うことはできないし、頭が足に向
かって「あなたがたはいらない」と言うこと
もできません。
12:22 それどころか、からだの中でほかより
弱く見える部分が、かえってなくてはならな
いのです。
12:23 また私たちは、からだの中で見栄えが
ほかより劣っていると思う部分を、見栄えを
よくするものでおおいます。こうして、見苦
しい部分はもっと良い格好になりますが、
12:24 格好の良い部分はその必要がありませ
ん。神は、劣ったところには、見栄えをよく
するものを与えて、からだを組み合わせられ
ました。
12:25 それは、からだの中に分裂がなく、各
部分が互いのために、同じように配慮し合う
ためです。
12:26 一つの部分が苦しめば、すべての部分
がともに苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、
すべての部分がともに喜ぶのです。
12:27 あなたがたはキリストのからだであっ
て、一人ひとりはその部分です。
12:28 神は教会の中に、第一に使徒たち、第
二に預言者たち、第三に教師たち、そして力
あるわざ、そして癒やしの賜物、援助、管理、
種々の異言を備えてくださいました。
12:29 皆が使徒でしょうか。皆が預言者で
しょうか。皆が教師でしょうか。すべてが力
あるわざでしょうか。
12:30 皆が癒やしの賜物を持っているでしょ
うか。皆が異言を語るでしょうか。皆がその
解き明かしをするでしょうか。

12:31 あなたがたは、よりすぐれた賜物を熱
心に求めなさい。私は今、はるかにまさる
道を示しましょう。

　脳、心臓、脊髄などは少しの損傷で大きなダ　脳、心臓、脊髄などは少しの損傷で大きなダ
メージとなる弱い部分ですが、それは体にとってメージとなる弱い部分ですが、それは体にとって
非常に大切だからです。キリストの体である教会非常に大切だからです。キリストの体である教会
も同じで、弱いと見える人やグループが重要な場も同じで、弱いと見える人やグループが重要な場
合があるということです。合があるということです。
　また「尊びます」とは覆いをかけるという意味　また「尊びます」とは覆いをかけるという意味
がありますから、衣服などで覆うという意味にもがありますから、衣服などで覆うという意味にも
解釈できます。それは「調和」のため、「いたわ解釈できます。それは「調和」のため、「いたわ
り合うためです」とあります。り合うためです」とあります。
　教会は「苦しみ」など思いを共有するところで　教会は「苦しみ」など思いを共有するところで
す。それはせめて一週間ごとの交わりがなければす。それはせめて一週間ごとの交わりがなければ
有り得ないことでしょう。また「すべての部分」有り得ないことでしょう。また「すべての部分」
とありますから、自分の気に入った人のことだけとありますから、自分の気に入った人のことだけ
を気にかけていれば「いたわっている」というこを気にかけていれば「いたわっている」というこ
とではなく、教会全体を思って祈り、支えることとではなく、教会全体を思って祈り、支えること
が大事です。が大事です。
　次にパウロは、私たちが各器官であるというこ　次にパウロは、私たちが各器官であるというこ
とから、教会の働きへの任命について説明していとから、教会の働きへの任命について説明してい
ます。使徒、預言者、教師は人に教える働きですます。使徒、預言者、教師は人に教える働きです。。
奇跡やいやしの賜物を持つ人は祈る働きです。助奇跡やいやしの賜物を持つ人は祈る働きです。助
ける者、治める者は教会の運営面で奉仕をする人ける者、治める者は教会の運営面で奉仕をする人
でしょう。異言を語る者が最後にありますが、こでしょう。異言を語る者が最後にありますが、こ
れについては注意を要するので、パウロは後にそれについては注意を要するので、パウロは後にそ
の説明をしています。の説明をしています。
　ここで大切なのは、「みなが…でしょうか。」　ここで大切なのは、「みなが…でしょうか。」
という点です。それぞれの賜物が違っていて良いという点です。それぞれの賜物が違っていて良い
のです。「あの人にはこの賜物があるからすぐれのです。「あの人にはこの賜物があるからすぐれ
ている」「この人には与えられていないから劣っている」「この人には与えられていないから劣っ
ている」と考えるのは間違いなのです。個人も教ている」と考えるのは間違いなのです。個人も教
会も主の主権によって与えられた賜物を感謝して会も主の主権によって与えられた賜物を感謝して、、
主のために精一杯用いるべきなのです。もしも主のために精一杯用いるべきなのです。もしも
「自分だけが賜物を与えられた」と思うなら、誰「自分だけが賜物を与えられた」と思うなら、誰
よりもへりくだって、その賜物を他の人のためによりもへりくだって、その賜物を他の人のために
用いなければなりません。用いなければなりません。

　そしてパウロは愛という賜物に関しては、　そしてパウロは愛という賜物に関しては、
これらよりも「すぐれ」ていると明言していこれらよりも「すぐれ」ていると明言してい
ます。誰もが持つべき賜物だからです。ます。誰もが持つべき賜物だからです。
　　
①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

②どんな思いになりましたか？（気持や願い②どんな思いになりましたか？（気持や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　６日　土曜

　コリントⅠ



　

　13:1 たとえ私が人の異言や御使いの異言で
話しても、愛がなければ、騒がしいどらや、
うるさいシンバルと同じです。
13:2 たとえ私が預言の賜物を持ち、あらゆる
奥義とあらゆる知識に通じていても、たとえ
山を動かすほどの完全な信仰を持っていても、
愛がないなら、私は無に等しいのです。
13:3 たとえ私が持っている物のすべてを分け
与えても、たとえ私のからだを引き渡して誇
ることになっても、愛がなければ、何の役に
も立ちません。
13:4 愛は寛容であり、愛は親切です。また人
をねたみません。愛は自慢せず、高慢になり
ません。
13:5 礼儀に反することをせず、自分の利益を
求めず、苛立たず、人がした悪を心に留めず、
13:6 不正を喜ばずに、真理を喜びます。
13:7 すべてを耐え、すべてを信じ、すべてを
望み、すべてを忍びます。

  全ての賜物よりも「まさる」のが愛です。愛がな  全ての賜物よりも「まさる」のが愛です。愛がな
ければあらゆるものが無価値になるとパウロは言っければあらゆるものが無価値になるとパウロは言っ
ています。この厳然たる真理は、もちろん聖霊にています。この厳然たる真理は、もちろん聖霊に
よって神様が語らしめたもので、神のみこころですよって神様が語らしめたもので、神のみこころです。。
　寛容、親切、自慢せず、高慢にならず、礼儀に反　寛容、親切、自慢せず、高慢にならず、礼儀に反
せず、利己的でなく、怒らず、人の悪を思わず、不せず、利己的でなく、怒らず、人の悪を思わず、不
正ではなく真理を喜び、すべてをがまんし、信じ、正ではなく真理を喜び、すべてをがまんし、信じ、
期待し、耐え忍ぶ…愛とはそういういものだとあり期待し、耐え忍ぶ…愛とはそういういものだとあり
ますから、この際に自分をよく省みる必要がありそますから、この際に自分をよく省みる必要がありそ
うです。うです。
　これらの愛の表れがあるでしょうか。それとも自　これらの愛の表れがあるでしょうか。それとも自
分の才能や能力を発揮するだけで終わっていないで分の才能や能力を発揮するだけで終わっていないで
しょうか。自分の満足で終わっていないでしょうかしょうか。自分の満足で終わっていないでしょうか。。
愛が表れているかどうかは、自分の判断よりも人の愛が表れているかどうかは、自分の判断よりも人の
反応と、教会の建て上げによって判断すべきもので反応と、教会の建て上げによって判断すべきもので

す。す。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（気持や願い②どんな思いになりましたか？（気持や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　７日　日曜

　コリントⅠ


